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表紙の言葉 JR豊後国分駅の近く、のどかな田園風景の中に歴史資料館があります。ここは原始から近世江戸時代を中心に郷土の歴

史が学べる施設で、隣接する国指定史跡豊後国分寺跡に建てられていた七重塔の復元模型（1/10サイズ）なども展示さ

れています。また、「ふれあい歴史体験講座」などの催しも随時開催されていますので、ぜひ皆さんでお越しください。

都市交通対策課、1階
案内所にてお渡しして
います。

市では自転車を活かしたまちづくりを進めています。

天気が良い日は、「おおいた自転車マップ」を手に自転車で出掛けてみませんか？

のんびり走れば、見慣れた風景の中にも、意外な新発見があること間違いなし！おおいた新発見　Vol.7

お問い合わせ　都市交通対策課　2534-6111（内線1935）

大分川・
七瀬川ルート
を行く

　今回は、大分川と七瀬川の自然を

満喫できる全長約15.5kmのルート

を紹介します。距離はやや長いです

が、平坦な所が多く快適なルートです。

　まずは七瀬川自然公園を出発。国

分橋を渡り、少し頑張って坂を上が

れば、歴史資料館に到着します。数々

の歴史資料や民俗資料、大友氏関連

の展示で歴史を学んだ後は、史跡公

園として整備されている国指定史

跡豊後国分寺跡で一息いれるのは

いかがでしょう。

　賀来橋を渡り右折すると自転車専用の大分

川サイクリングロードが続きます。川面を吹

き渡る心地よい風を感じながら、軽快にサイ

クリング。途中で疲れたら河原に降り、悠々と

流れる大分川を眺めれば、日ごろのストレス

が癒されていくことでしょう。

　その後は府内大橋を渡って、ホワイトロー

ド（国道210号）へ。この区間は車の通行量が多

いところですが、自転車通行可の歩道が整備

されているのでスムーズかつ安全に走ること

ができます。

　この大分川・七瀬川ルート沿いには6年に1

度行われる大名行列で有名な賀来神社や国指

定史跡の高瀬石仏もあるので、この機会にぜ

ひ訪れてみてください。

　このさわやかな季節に、豊かな自然にふれ

ることができる、魅力的なルートに出掛けて

みませんか。

暗くなったら早目の点灯を！

※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

※都合により、番組内容は変更になることがあります。

大分市内のケ－ブルテレビ局でも
再放送しています。
◎OCT大分ケ－ブルテレコム
　（日・月・火・水）
◎OCN大分ケーブルネットワーク
　（日・月・火・水）
◎STV佐賀関テレビ
　（火・水・木）

市政トピックス
（再放送）

秋空に誘われて11月11日（土）

11月4日（土）

OBS大分放送

午後4時45分～5時

……………………………番組案内

毎週

土曜日

大分市テレビ広報大分市テレビ広報

こんにちは市長室です vol.29

　市ホームページは新鮮情報満載です。このコーナーは、市ホームペー

ジで市政について市長の日々の思いをつづる「こんにちは市長室です」

の「市長の日記」からお届けします。「市政の今」を感じてください。番組キャラクター「フレッキー」

　今年度の本市重点施策の一つである
「地域コミュニティの再生」への取り組
みについては、各支所、明野出張所を対
象にそれぞれの地域が特色あるまちづ
くりを目指して、地域住民の創意工夫
を凝らした事業展開を繰り広げている
ところですが、今日（9月28日）は「地域
まちづくり活性化事業」の取り組み状
況について、各支所から報告を受けま
した。
　この事業は、「役所からやらされてい
る！」との意識を捨てて、「自分たちの
地域は自分たちの手で創る」という気

概を持ってもらい、自立する地域づく
りを居住住民の一体的な取り組みで実
現していこうという主旨で最高1千万
円の事業費を予定しているものです。
もちろん、事業計画はそれぞれの地域
で考えてもらい、事業推進にあたって
はより多くの住民参加を求めています。
　各地域では試行錯誤を繰り返しなが
らも、着実に前進してきていることを
実感しましたが、特に「地域の人たちの
意識が変わりつつある」との報告には、

「市民協働のまちづくり」への確かな手
ごたえを感じたところです。

「市民協働のまちづくり」への確かな手ごたえ


